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未来の下諏訪を担う
　　　若い世代の声！

議席３番　小河原 康志 議員（下諏訪社中学校）
～図書館が町内一斉家庭読書を楽しめる場に～

議席１番　池田 凌馬 議員（下諏訪向陽高校）
～子ども達に外で遊ぶ楽しさを～

池田議員　子ども達の体力低下が指摘されている中で、
子ども達にもっと外で遊んでもらえるように、イベン
トを行ったり施設を作ったりしてはどうでしょうか。

町　当町では体育協会や各種競技団体の皆さん方が、ス
ポーツの普及・指導を積極的に行っており、皆さんと
ともに努力をしていきたいと思います。また、高木か
ら赤砂崎までの湖畔は健康スポーツゾーンとして整備
をしています。体力向上のための器具を設置したり、
艇庫の改修や赤砂崎約の多目的広
場や、色々な施設の整備を進めて
います。そのような場所を活用し
ていただき、子どもから高齢者の
皆さんが集え、スポーツを楽しん
でもらえる、そんな場所になって
欲しいと考えています。

小河原議員　町内一斉家庭読書の日を家族が図書館で過
ごせるように、図書館前の公園をより良く整備したり、
新しい読書の形を提供してみてはどうでしょうか。

町　あすなろ公園は、図書館利用者に限らず多くの方々
が休日を過ごしていますが、確かに設置しているベン
チは少数です。ご提案の様にベンチを増やせば子ども
連れのご家族にも、図書館で借りて読書をするといっ
た形にも活用いただけると思います。できれば次年度

予算に反映できればと考えていま
す。また、町全体にその様な環境
を整え、様々な場所で落ちついて
読書をしてもらえる、そんな町民
の方や子どもたちが増えていって
くれたら、大変うれしく思います。

德竹議員　近年、大きな自然災害が各地でおきています。
避難訓練など防災対策を学校単位ではなく、小中高、
地域と連携して行ってはどうでしょうか。

町　毎年、地域の皆さんに参加をいただき総合防災訓練
を開催しています。地域の方々の声には、災害時には
是非中学生に協力して欲しいという声があります。当
町は高齢化が進み、独居老人の方が沢山います。そう
いった方を救出する時に、皆さんが力を発揮してくれ
たら、大変ありがたいです。また町
では防災計画だけではなく、より小
さな区の単位で地域防災計画を作成
中です。最終的には全部の区で細か
な対応ができるように作業を進めて
います。そういった部分にも是非か
かわって欲しいと思います。

西郷議員　あざみ号を町からもっと愛されるバスにする
ために、バスのデザインを募集したり、利用の多い時
間帯は回数を増やしたり大きなバスにしたらどうでし
ょうか。

町　２年ほど前に、各地域の代表の方10名ほどであざ
み号のあり方検討委員会を組織し、より細かなルート
を回れるようにマイクロバスに加えワゴン車の導入を
するなど少しずつ利便性の向上を図っています。３年

を目安にバス路線の見直しを行っている
ので、高校生の皆さんの意見も参考にし
ながら、利便性の高い、そしてより皆さ
んに愛される、そんなあざみ号にしてい
きたいと考えています。また、デザイン
の募集についても実施できるか、今後検
討していきたいと思います。

宮下議員　町の道路には自転車専用道路が無く、観光客
だけでなく、私たち中学生も安心して自転車に乗るこ
とができません。町として自転車専用道路の設置を、
積極的に関係機関に要請して欲しいです。
町　当町の道は非常に道が狭くて坂が多く、歩道も設置
されていない道路も多いです。そういった状況から自
転車専用道路を整備することがなかなか難しいことを
ご理解いただきたいです。そういう場所を少しずつ改
善していきたいですが、道の両側に
びっしりと建物が建たっている状況
を考えると、道幅を広くすることは
なかなか難しい状況です。そういっ
た中でも、新設の道路や、改良する
道路の計画があった場合には、歩道
の設置や歩車道の設置を検討し順次
整備をしていきたいと思います。

清水議員　友好都市である愛知県南知多町や中国河南省
開封市とさらに交流を深めるために、今以上に情報交
換を行ったり、クラブ活動で練習試合や合同練習をお
こなうなどの活動ができないでしょうか。

町　開封市との交流は、日中関係の政情的不安定から最近
は交流ができていない状況です。南知多町については、
毎年９月開催の農業祭で、南知多町でとれるイワシの無
料配布や特産品であるタコなどの販売を南知多町の方が

直接下諏訪町に来て販売や配布をして
います。11月には南知多町の産業祭り
に町が参加して、リンゴの無料配布や
特産品また産業との交流を進めていま
す。また、小学生が相互に行き来をする
形で交流を深めています。高校生とい
う視野では難しい部分もありますが要
望をふまえ検討してみたいと思います。

小松議員　観光客にとっても、地元住民にとってもお互
いに気持ちよく、安全に利用できる様に、道路や施設
などの環境整備をおこなって欲しいです。
町　看板などの整備には景観の問題があったり、設置場
所の問題があったりして、どこにでも設置とはいかな
い部分があります。そういうことを配慮しながらわか
りやすい看板の整備を進めているところです。また、
安全な交通を行うには、ドライバー、自転車、歩行者、
それぞれがマナーを守り、そして譲
り合いの気持ちを持っていただく事
が大切ではないでしょうか。観光客
の方のマナーだけではなく、迎え入
れる私たちが、おもてなしの心を持
って気持ちよく下諏訪の町を楽しん
でいただく、そういう気持ちが大切
だと思います。

藤森議員　下諏訪町として、小中学生に戦争の事実を知
る機会を増やすため、長野県に残る戦争遺産の見学な
どを企画するなど、平和学習の充実や取り組みの強化
をして欲しいです。

町　町は３年前に平和首長会議に加盟をし、昨年この会
議が松本で開催されました。全国から集まった首長の
方々と平和への思いを共有し、それぞれの自治体の活
動をお聞きしたので、それらを参考にして施策を進め
たいと考えています。また、今年の町民講演会では戦場

カメラマンの渡部陽一さんの貴重なお
話を聞くことができたので、そういう
機会も大切にしたいと考えています。
松代大本営については、５年生が長野
へ社会見学に行っており、かつては、松
代大本営をコースに組み込んでいた時
期もあったので、校長先生とも相談し
て改めて検討していきたいと思います。

山田議員　山や川など自然の多い下諏訪町の風景と地元
の方々、また、他県からの観光客の皆さんの印象に残
るような町作りをするために季節の花々を植えたり、
分かり易い案内看板を設置したらどうでしょうか。

町　一昨年、富部の皆さんの協力で下諏訪を一望できる
鎌倉街道に四阿やベンチの整備がされました。地元の
皆さんに積極的に協力していただき、道路など整備し
ていく、その積み重ねで観光客にも優しいまちづくり

が進められたらと思います。また、町
内の電柱に茶色の看板が設置されてい
ますが、現在、町独特の道案内の方法
を考え整備を進めています。また、ガ
ーデンプロジェクトや環境美化運動が
地域全体に広がれば、素晴らしいまち
づくりが出来ると思います。

議席４番　西郷 ののか 議員（下諏訪向陽高校）
～バスの利用について～

議席２番　德竹 美友 議員（下諏訪中学校）
～防災対策について～

議席８番　清水 望由 議員（下諏訪向陽高校）
～友好都市について～

議席６番　宮下 佑月 議員（下諏訪中学校）
～町の観光活性化と子どもの安全について～

議席９番　藤森 俊哉 議員（下諏訪中学校）
～原爆廃止、世界平和について～

議席７番　小松 望海 議員（下諏訪社中学校）
～下諏訪町の観光について～

議席５番　山田 梨乃 議員（下諏訪社中学校）
～下諏訪町をより美しい町にするために～
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質問と答弁の全容については、町のホームページで「しもすわ未来議会会議録」を掲載します。
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